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液 体水銀 ,及びその合金系の電子論的物性を理解する一つの試みとして,氏

力下での輸送現象 ,NM ＼R等の実験を開始 し̀ている｡ ここでは,これまでYこ得

られたデーターの紹介 と今後の計画について報告菅行 う0

第一丁図に ,水銀合金系の電気抵抗の圧力変化の測定結果 を示 してある｡いず

れの場合も純粋 な水銀に比べ圧 力変化は小さくなってい ることは認 められ るが,

詳 しい議論は ,圧力微分 ではな くて,休債微分TK直さないと無理の ようである｡

目下 ,体積変化の測定 を計画 してTいる｡ また,これらの水銀合金系の ,体蹟-

定 下での抵抗の温度変化 についても測定 を行なってみたいO

第二図には,Hg -ln.合金中の LA15の KnightShiftの圧力変化 を示

してあるo tnの低経度鎮域 で,KnightShiftの圧力変化 が大 きく, 1n

の鎮定 が20-50ataip 以上では,変化の割合 が小さくなっている｡ 同様な

圧力変化の酸度依存性は,Bradleyl)ycよって測定 された,熱起 電力の場合

に もみられてりるo hg -1n 合金の熱起 電力の圧力微分の大 きさは,lnの

低段圧鍛域 で大 きくて,Inが 20-50at多 の猿庭附近で零 となってV)るo

Bradleyは ,この結果 をMottによって提唱 されたHg'忙対する状態密匿を

用 いて走軽的説明を行 っている｡

KnightShiftは xpと PFの鏡で与えられ ,xpはN'(EF)に比例す

る｡ Mottの吠意密度 を仮定すれば,,Hg側 では ,N(EF )の圧力変化 は ,

自由電子の場合に比 べ,大 きいはずであ るから,inの低鎮定慎域 での

KnightShift の大 きな値 は,一応定性的に説明できる｡

勿論 ,詳 しい議論は , PFのふるまいについての知見が必要であるが,とに

か くHgの状態密度は ,捧蹟変化に大 き く影響され,また Inを加えていった′

場合 ,20-50at蕗 附近の換皮 で,体積にあまb敏感 でなくなるのではな

かろ うか0
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